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 当社サービスからMNOの廉価プラン及びサブブランドに転出している割合は毎月一定程度
存在し続けている状況です

 今年度はNTTドコモのirumoをはじめ各社サブブランドからの新プラン提供開始があり、更
に競争は激化しており、前年度に比べ廉価プランとサブブランドへ転出している割合が大き
く増加しています

MVNOの料金プランとMNOの廉価プラン及びサブブランド間の課題について

構成員限り
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モバイル・スタックテストの対象サービス・料金プラン（光セット割なし）

 MVNOの料金プランと近接しているMNOの廉価プラン及びサブブランドについて価格圧
搾による不当な競争を引き起こすものでないか検証・確認をいただく必要があると考えま
す。具体的には、以下の7プランを要望いたします
 低容量プラン（光セット割なし）

※昨年度実施済み ※昨年度実施済み

※昨年度実施済み

 中容量プラン（光セット割なし）
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モバイル・スタックテストの対象サービス・料金プラン（光セット割あり）

 当社のFTTHとモバイルのセット割引（光セット割）は「FTTH 1回線につきFTTHから
600円の割引を最大1回線」しているのに対し、MNO各社のセット割引は「FTTH 1回線
につきモバイルから1,000円前後の割引を最大10回線～20回線」しています

 MNO各社の光セット割は、以下の理由から、割引原資の大半がモバイルの収益から充当
されているようにみえます
割引対象がモバイルの月額料金であること
 FTTH 1回線に対して、複数のモバイル回線に対して割引が適用になること

 モバイル・スタックテストの指針に沿った形での対象プラン提示の際、当社プラン料金と
の乖離が最大1,000円程度となっておりますが、以下の3プランについても、上記光セッ
ト割の適用条件の差を考慮のうえ、価格圧搾による不当な競争を引き起こすものでないか
検証・確認をいただくことを要望いたします
 低容量プラン（光セット割あり）

IIJmio NTTドコモ IIJmio KDDI ソフトバンク
プラン名 ギガプラン 2ギガ irumo 3GB ギガプラン 5ギガ UQモバイル ミニプラン ワイモバイル シンプル2 S
月額料金 773円 1,970円 900円 2,150円 2,150円
通信容量 2GB 3GB 5GB 4GB 4GB
月額料金合計
（セット割考慮）

173円 970円 300円 1,150円 1,150円

FTTHとの
セット割引

-600円 -1,000円 -600円 -1,000円 -1,000円

備考
FTTHから割引
（ 1回線のみ）

モバイルから割引
（最大20回線）

FTTHから割引
（ 1回線のみ）

モバイルから割引
（最大10回線）

モバイルから割引
（最大10回線）

月額料金合計
（モバイル割引後）

773円 970円 900円 1,150円 1,150円
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 FTTH 1回線とのセット割引に紐づく検証対象サービス等の1回線目については、独立販売
価格による按分により算出することは妥当である一方、セット割に紐づく検証対象サービ
ス等の2回線目以降は、単に検証対象サービス等を契約したことにより得られる割引であ
るため、按分すべきではないものと考えます

 現行の指針の考え方ではモバイルの回線数によりFTTHの「検証に用いる利用者料金」が大
きく変化するため、按分はせず全て検証対象サービス等に適用することを要望いたします

モバイル・スタックテストにおける光セット割の按分方法について

2,000円/月
10回線

4,000円/月
1回線

セット割引総額
10,000円/月 （1,000円×10回線）

按分

セット割引按分
1回線あたり 833円/月
（8,330円÷10回線）

セット割引按分
1回線あたり 1,670円/月

テストに用いる利用者料金
1回線あたり 1,167円/月

検証に用いる利用者料金
1回線あたり 2,330円/月

2回線目以降：9,000円/月
全てモバイルへ

セット割引総額
10,000円/月 （1,000円×10回線）

分離

2,000円/月
10回線

4,000円/月
1回線

セット割引按分
1回線あたり 933円/月

（（333円＋9,000円）÷10回線）

セット割引按分
1回線あたり 667円/月

テストに用いる利用者料金
1回線あたり 1,067円/月

検証に用いる利用者料金
1回線あたり 3,333円/月

1回線目：1,000円/月
按分

■現行の指針の考え方 ■要望する考え方
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【参考】モバイル・スタックテストにおける光セット割の按分方法について

4,000円/月
1回線

セット割引総額 5,000円/月（1,000円×5回線）
按分

セット割引按分
1回線あたり 714円/月
（3,571円÷5回線）

セット割引按分
1回線あたり 1,429円/月

テストに用いる利用者料金
1回線あたり 1,286円/月

検証に用いる利用者料金
1回線あたり 2,571円/月

2回線目以降：4,000円/月
全てモバイルへ

セット割引総額 5,000円/月（1,000円×5回線）
分離

セット割引按分
1回線あたり 867円/月

（（333円＋4,000円）÷5回線）

セット割引按分
1回線あたり 667円/月

テストに用いる利用者料金
1回線あたり 1,133円/月

検証に用いる利用者料金
1回線あたり 3,333円/月

1回線目：1,000円/月
按分

■現行の指針の考え方 ■要望する考え方

2,000円/月
5回線

4,000円/月
1回線

2,000円/月
5回線

4,000円/月
1回線

セット割引総額 2,000円/月（1,000円×2回線）
按分

セット割引按分
1回線あたり 500円/月
（1,000円÷2回線）

セット割引按分
1回線あたり 1,000円/月

テストに用いる利用者料金
1回線あたり 1,500円/月

検証に用いる利用者料金
1回線あたり 3,000円/月

2回線目以降：1,000円/月
全てモバイルへ

セット割引総額 2,000円/月（2,000円×10回線）
分離

セット割引按分
1回線あたり 667円/月

（（333円＋1,000円）÷2回線）

セット割引按分
1回線あたり 667円/月

テストに用いる利用者料金
1回線あたり 1,333円/月

検証に用いる利用者料金
1回線あたり 3,333円/月

1回線目：1,000円/月
按分

2,000円/月
2回線

4,000円/月
1回線

2,000円/月
2回線

●FTTH1回線に対してモバイル2回線の場合 ●FTTH1回線に対してモバイル2回線の場合

●FTTH1回線に対してモバイル5回線の場合 ●FTTH1回線に対してモバイル5回線の場合
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 MVNOと価格近接性のあるプランを提供するMNO（特に廉価プラン・サブブランド）で
は、FTTHとのセット割以外にも考慮すべき割引が存在しており、以下の3つの割引につい
ても割引後のリテールプライスをMNOが強く訴求をしていることから、モバイル・ス
タックテストにおいて考慮することを要望いたします

①家族セット割（複数回線契約割引）によるリテールプライスについて
 同住所であることや家族であること（親族関係を示す親等についての条件がない場合もある）を条件
に複数回線契約割引をしています

 明らかにモバイルの収益を原資とした割引となり、かつ各社とも割引後のリテールプライスを強く訴
求していることから、価格近接性をみるうえで考慮が必要と考えます

②特定決済方法割引によるリテールプライスについて
 MNO各社は自社グループ企業が提供する決済方法に限定し毎月170円（税抜）の割引をしています
 割引原資の出所は厳密には明らかではないものの、自社グループ外へのキャッシュフローが存在しな
いこと、割引後のリテールプライスを強く訴求していることから、考慮が必要と考えます

③ワイヤレス固定ブロードバンドアクセスサービス（共用型）とモバイルのセット割引
によるリテールプライスについて
 MNO各社は「FTTH または ワイヤレス固定ブロードバンドアクセスサービス（共用型）」と自社の
モバイルサービスをセットで契約した場合に割引をしています

 明らかにモバイルの収益を原資とした割引となり、モバイル市場の競争に大きく影響を与える割引で
あること、割引後のリテールプライスを強く訴求していることから、考慮が必要と考えます

その他、利用者料金に考慮されるべき割引について
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【参考資料】その他、利用者料金に考慮されるべき割引について

構成員限り
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